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例日

1 本書は、静岡県掛川市に所在する藤ノ越遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査は県営畑地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、静岡県中遠農林事務所の

委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもとに、財団法人静開県埋蔵文化財調査研究所が実

施した。

3 現地調査は平成18年 5 月 ~7月に実施し、資料整理を平成18年 8 月 ~10月に行った。

4 調査の体制は次のとおりである。

所長斎藤忠 常務理事兼総務部長平松公夫

総務部次長兼総務課長鈴木大二郎

調査研究部長石川素久 調査研究部次長兼課長及川司 事業担当望月高史

調査研究員足立順司

5 本書の執筆は、足立順司が担当した。

6 遺物写真撮影は、当研究所職員が行った。

7 本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

8 発掘調査にかかる出土品及び記録資料については、静岡県教育委員会文化課が保管している。

凡例

本書の記述については、以下の基準に従い、統ーをはかった。

1 本書で使用した方位はすべて世界測地系による公共座標系の方位である。

2 遺構の標記は以下のとおりである。

SB=竪穴住居跡 SD=溝状遺構・堀跡 sx=性格不明遺構

3 写真図版中の遺物の番号は本文・挿図の番号と同一である。

4 参考文献

( 1 )一覧表については第5章の文末に記す。

( 2)本文中( )に記した引用・参考文献の表記の方法については、以下のように省略した。

000教育委員会→000教委

(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所→静文研
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第2図

メノト遺跡・栗下遺跡は低位段丘にある遺跡で、穴に編み物を埋め込み、 ドングリをたくわえた貯蔵

穴20基が発見された。磨り石や凹石等の石器が出土し、 ドングリなど堅果類の粉食加工がおこなわれた

と推定された。時期の中心は縄文時代後期中葉から晩期である。

これら縄文時代の遺跡立地をみると、逆川によって形成された低位段丘に位置する例が多い。この立

地は現在の集落とほぼ一致し、日当たりもよく、近くに水源があり、山崩れや洪水の恐れもないという

場所にあたる。

つぎ、に弥生時代の遺跡についてのベる。向畑遺跡では、丘陵上にほぼ4軒の竪穴住居が存在し、 2"'-'

3期にわたって、集落が営まれていた。時期は弥生時代後期後葉である(篠原 1992)。

安養寺遺跡では、弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居跡、掘立建物跡からなる大規模な集落跡

が正陵上に営まれていた(向坂 松本 1997)。ほかに逆川北側の峯山、大多郎、原新田、天王山の各

一一3一一
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第3章調査の方法と経過

第1節調査の方法

発掘調査は、農道工事により掘削される範囲を工事計画図面と現地の立ち会いに基づいて確定し、あ

わせて確認調査によって遺跡の範囲とされた部分を対象とし、実施した。

今回の調査では調査対象範囲を覆う10X10mのグリッドを設置して位置をしめした。公共座標(世界測

地系 平面直角座標系)の (X、y)= (-133，820.000、 39，960.000)上を (B3) とし、 X軸方

向(南一北)をアルファベット、 Y軸方向(東一西)をアラビア数字で表記している。

地形図、実測図の作成及び遺構や土層断面の記録、遺物の取り上げにあたっては、手実測による作図

を行った。また、ブロニー版中型カメラ、 35皿小型カメラを用いて、モノクロネガ、カラーリバーサル、

カラーネガによる写真撮影を行った。

第2節調査の経過

5月1日'"'-'31日

1日より準備を開始した。 8日までに現地事務所の設置、発掘用資器材及び重機の搬入を終了した。

現道側の斜面には大形土嚢による土留めを施工し、重機による表土除去を実施。調査区の下段部分よ

り開始。

S X01・SX02を検出し掘り下げる。出土土器は遺構周辺に多く、それ以外では極めて少ない。

6月 1日'"'-'30日

S D01・SD02の溝状遺構が検出されたため、調査区の上位に低墳正墓や古墳の存在が想定された。

このためこの推定範囲の遺構の有無を優先させた。結果からすれば、想定範囲には遺構はなかったが、

確認調査のトレンチで発見された遺構は広がり、複数の竪穴住居跡と考えられた。

7月4日'"'-'31日

発見された竪穴住居跡の範囲を確定し、精査に入る。 SB03の堆積土中に焼土や炭化材とともに土器

がまとまって出土した。写真撮影・堆積状態の土層図とともに平面図を作成する。実測終了後、完掘し

撮影作業を終えた。発掘の資材類を搬出し現地事務所を撤収して現地調査を終了した。

8月1日'"'-'1 0月31日

まず遺物の発見届、発掘調査結果概要等の提出書類の作成し、提出する。そののち持ち帰った出土遺

物・図面・写真等を整理する作業にはいる。

出土した土器は全体がわかるように広げ、接合できる破片は接合し、石膏で補強した。

写真は印刷原稿にするため選択し、図面類の整理と版下作り、原稿執筆など調査報告書の刊行作業を

行い、印刷所に発注した。

これにより現地調査と調査報告書作成の作業は完了した。

一一6一一
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第4章調査の成果
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第2節遺 構

竪穴住居跡SB01 

平面形は隅丸方形を呈する。長辺6.2m、短辺3.4mを測る。褐色土を覆土とし、 SD01と02を削って

いた。したがってこれらの溝状遺構より新しい。竪穴住居の壁面は北東より南西にかけて垂直に残り、

ほぼ原形をとどめていたが、北西から南東にかけては斜面に近いため壁面は流失していた。等高線のあ

り方から本来、丘陵頂部は北西方向に延びていたと考えられる。当初、竪穴住居を造る場所には丘陵頂

部を切断した溝状遺構があり、その一部を掘削し平坦面を造ったのちに、竪穴住居を建てたと考えられ

る。床面は不明瞭で、あった。痕跡が残さないほど短期間の使用で、あったのであろうか。また調査前には

ひのき・杉が植林されていた。そのため基盤層の泥岩は樹木の披により亀裂が入札板状に大きく剥離

した箇所があった。このことも床面の残存に大きく影響したと判断される。柱穴、炉跡、壁溝は認めら

れなかった。住岩跡の北東隅から台付警の脚部が出土したが、この土器の下面が床面であろうか。

竪穴住居跡SB02 

平面形は隅丸方形を呈する。残存する長辺4m、短辺 2mを測る。褐色土を覆土とし、 SB01を削っ

ていた。したがってSB01より新しい。竪穴住居の壁面はほとんど原形をとどめていなかったが、北東

より南西にかけて壁溝が残っていたため住居跡と判断した。斜面に近いため壁面は流失していたものと

判断される。壁溝の覆土は焼士と炭化物が粒状に含まれ、検出は容易であった。ただしこの覆土は壁溝

の一部にのみ存在し広がっていなかった。このことから住居跡の一部が火災にあったというよりも、こ

の土で壁溝を埋めたと判断された。一部ではあるが、泥岩ブ、ロックを含む土で貼り床を造っていた。柱

穴、炉跡は認められず、床面からも土器などの遺物は検出されなかった。

竪穴住居跡SB03 

平面形は隅丸長方形を呈する。残存する長辺4.2m、短辺2.2mを測る。にぶい褐色士、褐色土と黄褐

色土を覆土とし、 SB04を切っていた。したがってSB04より新しい。竪穴住居の壁面は2方向で原形

をとどめていたが、南西方向は工事区外のため調査しなかった。北東はSB04の覆土を切っているため

明瞭な壁面は把握できなかった。床面を覆う覆土の黄褐色土の中には、一部ではあるが、焼土粒子や細

い木材の炭化物が広がっていた。その中には大形の土器片も含まれ、覆土と床面の分離は容易で、あった。

また細い木材は建築材とは考えられなかった。さらにこの覆土は床面より 15cmほど浮いており、こと

から住居跡の一部が火災にあったというよりも、住居跡の廃棄後、この土で住居跡の凹地に埋めたと判

断された。一部ではあるが、やや明るい黄褐色土で貼り床を造っていた。薄く粘土を張った炉跡が南東

隅から検出された。床面からは土器などの遺物はほとんど検出されなかった。柱穴は3カ所検出した。

竪穴住居跡SB04 

平面形は偶丸方形を呈する。残存する長辺2.4m、短辺2.3mを測る。褐色土を覆土とし、 SB03によっ

て切られていた。したがってSB03より古い。竪穴住居の壁面は確認調査のトレンチによって一部が残っ

ていなかった。またSB03の掘削によって壁面が壊され、残っていなかった。覆土中に東側より土器2

個体が投棄されていた。 1つは壷で、ある。床面からは土器などの遺物はほとんど残っていなかった。北

東に長経1.05m、短径0.95m、深さ0.3mの貯蔵穴が認められた。柱穴、炉跡は認められなかった。

S D01 

丘陵頂部よりやや下った平坦面から発見され、竪穴住居跡SB01によって破壊されていた。遺構は

長さ約 6m、幅1.2m、検出上面より底面までの深さ0.25mを測る。遺構内からは土器細片が出土した

が、少量で、あり、流れ込みと判断された。底面は逆台形を呈する。遺構を埋めた堆積土は、人工的に埋

めたとは考えづらく、自然流入と判断される。上位は黄褐色士、下位はやや明るく締まった黄褐色土で

-11-
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第7函の土層注記

1 10 YR 4/6 

2 10 YR 5/4 

3 10YR4/4 

4 10 YR 5/8 

5 10 YR 3/4 

6 炉跡(見透し)

710YR6/8 

8 焼土、炭化物

表土、褐色土

にぶい黄褐色土

褐色土

黄褐色土(焼土、炭化物を含む)

暗褐色土

暗黄褐色土(地山)

ある。 SD02との新旧関係は堆積土層の観察では明確ではなかった。

S D02 

S D01と重複して発見された。残存長で2.1mを測る。底面はSD01より浅い。 SD01との新旧関係

は、堆積土層の検討で、は明確で、はなかった。遺構の掘り下げ作業ではSD01の堆積土中にSD02の底面

や側面の壁らしい堅い面は認められなかった。それゆえ積極的な根拠とはいえないが、 SD02はSD01 

の堆積土を掘削して掘り下げたとは考えず、 SD02が古く、 SD01が新しいと考えておく。

底面は逆台形を呈する。遺構を埋めた堆積士は、人工的に埋めたとは考えづらく、自然流入と判断さ

れる点はSD01と同様で、あった。上位は黄褐色士、下位はやや明るく締まった黄褐色土である。なにゆ

え正陵頂部よりやや下がった位置に直線的に掘削したのか、その理由が理解できない遺構である。

S XOl 

正陵部斜面にあたる調査区の下段、南西隅より発見され、一部は工事区外に延びていた。遺構は長径

1. 08m、短径0.8m、土器検出上面より底面までの深さ0.25mを測るピットである。ピット内からは、

土器が中央より東側の位置で、底部のみ横位で出土した。土器の上位は流失したと考えられる。覆土は

黄褐色土であるが、上層には流入した極めて柔らかい褐色土が堆積していた。

S X02 

丘陵部の下段でテラス状になった平壌部分にあたる。丘陵斜面南東と等高線に並行する北東、南西を

7mX7.5mにわたって、底面がほぼ平坦になるように削平している。この平坦面からは炉跡、ピット

SD 01 

ノ l

------ I 

SD 02 
SB 01 

。
1 : 60 2m 

し=91.0m

第8図 SDOl・02平面・断面図

-13-
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2が発見された。これらは竪穴住居跡の痕跡ではなく、屋外炉とそれに付属する遺構として、 SX02と

呼称した。炉跡を中心に直径約2mの範囲に炭化物を含む暗褐色土が広がっていたが、床面のような硬

化面で、はなかった。ピット 1の底面に表面の平らな石が据えられていた。おそらく柱の礎石の役割で、あっ

たと考えられる。ピット 2からはなにも発見されなかった。これらを柱穴とすると、屋外炉をもっSX

02は、ピット 11こ中心の柱を据え、周囲に痕跡をとどめぬほどの支柱を巡らし、屋根を葺いた簡単な小

屋で、あったものと推定される。平坦面北東側から、高罫坪部、台付警の台部が基盤層よりやや浮いて出

土した。おそらく東側からの堆積土に含まれていたものと考えられる。

第3節遺 物
( 1 )土器

監穴住居跡SB01床面から第10図1の台付奮の台部が出土した。端部を面取りして平らにおさめてい

る。土器の内外面が剥離し、調整痕は残っていない。第10図2から第10鴎4は竪穴住居跡SB03の埋土

から出土した土器である。いずれも台付警の破片で、一括廃棄の土器である。第10図2と第10図3は服

部上位の張った形態を呈する。第10図3は内面は横方向にナデ調整、外面に浅く細かいハケメ調整を施

す。台部と胴部の接合面内面にはハケメ調整を施す。第10図4は台付審の台部で、ハケメ調整を施す。端

部はわずかに内側に折り曲げ面取りして平らにおさめている。第10図5はSB04の埋土から出土した土

器である。折り返し口縁の壷で、下胴部に最大径をもっ形態である。器の内外面が剥離し、調整痕は残っ

ていなし、。

第10図6は性格不明遺構SX01から出土した壷の底部である。第10図7"-'9はSX02から出土した。

出土状態から同時期に投棄されたと考えられる。第10図7は内湾する杯部で、西遠江に分布する欠山式

期の形態を呈する高杯であるが、胎士、焼成や調整から在地で焼成されたと考えられる。第10図8・9

の台付警は台部のみである。端部を面取りして平らにおさめている例と先端を尖らせている例がある。

外面はハケメ調整を施す。

第10図10は口頚部を残す壷である。頚部と胴部との境界で粘土を重ねて接合するため、口縁部で大き

く屈曲する。頚部中位に半裁した植物の茎による浅い沈線を 1条巡らし、それより下位に櫛歯刺突の羽

状文を巡らす。遺構外からの出土である。

物-o 5cm 旨画面画面画面圃

第11図 出土土器実測図

( 2 )石器

第11図は性格不明遺構SX02から出土した砂岩であ

る。 14cmX 10. 7 cm、厚さ 4cmを測り、 1面のみ磨い

た砥石である。 SX02の柱穴状のピットから出土した

ことから、礎石に転用されていたと考えられる。

ほかにシノレト岩の剥片 1点が遺構外から出土した。

-16-
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耗の進んだ土器であり、竪穴住居跡に伴ったとは言い難いが、すでに述べたように土器型式の変化では

捉えられないほどの時間で、あった。

しかしながら SX02から出土した台付聾台部片と高杯杯部は完形ではないが、遺構底面に近い位置で

の出土と考えられる状況であり、屋外炉を中心とする SX02の使用年代とその性格を示す手がかりとい

えよう。竪穴住居跡SB03の焼土・木炭とともに出土した土器は、 SB03の廃棄後の土器であった。と

ころで、壁際まで焼土が広がっているところから竪穴住居の壁がとれた状態で、これらが置かれたと考

えられる。また焼土面と木炭が水平位にあることから外視!Jから自然堆積の流入ではなく、何らかの人の

手が加わったものと判断される。すると竪穴住居を廃棄した後のかたづけ行為もしくはそれに関わる祭

紀行為とも受け取れる。

それにしても竪穴住居は床面も不明瞭で、あり、生活感に乏しい。あわせて生活什器としての土器は極

めて少なく、日常生活を恒常的におこなった集落遺跡としては極めて特殊で、あるといえる。その点では

先に述べた一時期 1軒のあり方と重ねると、短期におとずれる住いという観が強い。はたしてこれを生

活の拠点としての集落の範曙に加えるべきか、とし、う疑問すら持ってしまう。今後、類例を重ねたのち、

後考を待ちたい。

あとがき

発掘調査及び報告書作成・執筆にあたっては、次の方々・機関から御教示や御協力を賜った(五十音

順・敬称略)。記して感謝申し上げます。
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写真図版



図版 1

， .調査区遠景

2.調査区全景(南から)

3. 調査区全景(西から)



図版 2

1. SB 01・02(北東から)

2. SB 01土器出土状態(東から)

3. SB01 (南東から)



図版 3
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2. SB 03・04(北東から)



図版 4

1. SB 03・04(北東から)

2. SB 03・04(南から)

3. SB 03・04(南から)



2. SB 03土器出土状態
(東から)

3. SB 04土器出土状態(南から)

図版 5

4. SB04土器出土状態(北東から)



図版 6

1. SD 01・02(北から)

2. SX 01 (東から)

3. SB 03・04(南から)



1. SX 02全景(南から)

2. SX 02土器出土状態
(北東から)

図版 7

3. SX 02炉跡・柱穴(南東から)



図版 8

磨石

出土遺物(土器・石器)
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